
１．はじめに

世界には約2000種のホタルが記録されているが、

そのほとんどは幼虫が森や林に生息する陸生種で

あり、他の水辺に生息する水生ホタル類は、アジ

アを中心に約10種が記録されているに過ぎない。

ここではそのうち８種の生態などについて紹介す

る。

２．日本と世界の水生ホタル類

現在までにアジアを中心に、成虫と幼虫関係が

確認された表１に示す８種が記録されている（大

場，2010）。

ゲンジボタルとクメジマボタル及び台湾のL.

hydrophilaは、外部形態が似ているものの、成

虫の発光パターンは全く異なり、ゲンジボタルの

方がゆっくりと明滅する（大場，1986a）。一方、

台湾の L.hydrophilaは、瞬くように不規則な

発光をする。L.substriataと L.aquatilisのオ

スは、閃光を放ち飛翔する。L.fictaと L.leii

は、基本的にヘイケボタルの発光パターンに酷似

する。筆者は L.fictaのメスとヘイケボタルの

オスは実験的に交尾することを確認している（大

場，1986b）。

L.fictaと L.leiiの発光パターンと発光行動

は、ヘイケボタルとほぼ同様である。水生ホタル

類のなかで、幼虫が鰓気管を有する種は、日本の

３種、台湾のL.hydrophila とL.fictaが、韓

国ではL.lateralis（ヘイケボタル）、タイではL.

aquatilisが記録されている。
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表１ アジアにおける水生ホタル類の分布

種 名

生 息 国

日 本 韓 国 台 湾 中 国
インド
ネシア

タ イ

Luciolacruciata（ゲンジボタル） 〇

Luciolaowadai（クメジマボタル） 〇

Luciolalateralis（ヘイケボタル） 〇 〇

Luciolahydrophira 〇

Luciolasubstriata 〇 〇 〇

Luciolaficta 〇 〇

Luciolaleii 〇

Luciolaaquatilis 〇

全国ホタル研究会誌，50：（2017）



３．水生ホタル類の幼虫の生息地

L.aquatilisは池に、L.hydrophilaは山間地

の渓流に生息する。L.ficta,とL.leiiそしてL.

substriataは、水路、水田、池などに生息し、

ヘイケボタルの生息環境に似る。

４．日本産水生ホタル類との発光様式の類似性と

相似性

Luciolafictaと L.leiiの発光様式は、成虫の

色彩斑紋パターンが異なるものの、ヘイケボタル

に極めて似ている。L.fictaとヘイケボタルは、

発光コミュニケーションシステムがほぼ同様であ

り、室内実験により交尾行動が観察されている

（大場，1986ｂ）。

5．日本の水生ホタル類の外部形態・分布・生態

5.1 ゲンジボタル

ａ）外部形態

成虫の形態：体長15～18㎜。この属としては

大型種。複眼は大きくて触角は糸状で長い（写

真１．１）。発光器はオスでは腹節第５節と６

節、メスでは第５節にある。

成虫の色彩：上翅は黒色、前胸は紅色である

が、正中線にそって黒色の斑紋があり、中央部

で膨らむ。メスには、しばしばこの紋が消失し

た無紋型が認められ、特に、東北日本において

その出現頻度が高くなる（大場，2001）。

幼虫の形態：体長18～25㎜。全体に暗色で前

胸背には菱型の斑紋がある。腹節両端には、鰓

気管と気門の突起が存在する。尾端には１対の

発光器がある（写真２．１）。

ｂ）分布

九州、四国、本州（青森県が北限）。北海道

での本種は、本州からの移入集団。

ｃ）生息環境

遊水池からせせらぎ、堰、用水路、小川、河

川などの水辺に生息。西日本では大河川（写真

３．１）にも生息するが、東日本では主に用水

路や堰などの小河川に生息する（写真３．２）。

幼虫が生息する河川の水質は、非常に良好で

あり、餌となる淡水産巻貝類が多数生息する。

水質は、透明度が高く、飲料水としても使用

可能な良好な水質であることが多く、様々な水

生生物も棲む豊かな水辺環境となっている。こ

の背景には、日本の森林が良質で安定した水資

源を支え、人々の営みが維持されている里地、

特に水田環境に位置付けられていることによる。

このために日本では、身近にホタルが見られ、

昔から夏の風物詩として親しまれてきた

（Johnson,2017）。このようなことから、ゲン

ジボタルとその生息地は、各地で天然記念物に

指定されて保全されている。こうした人々の思

いは日本独特の自然観を育み、固有な文化となっ

ている。
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写真１ 日本の水生ホタル３種（オスの飛翔発光

軌跡とオス成虫）

１．ゲンジボタル

２．クメジマボタル

３．ヘイケボタル

写真２ 日本の真水生ホタルの幼虫

１．ゲンジボタル

２．クメジマボタル

３．ヘイケボタル



ｄ）発光行動

成虫：強く発光しながら、水辺をゆっくりと

群れ飛ぶ。オスは、飛翔発光時には西日本では

２秒に１回（図１．１）、東日本では約４秒に

１回発光（集団同時明滅）を繰り返す（図１．

２）（大場，1989）。本種は、生息地域が異なる

と、発光行動も異なるという種内の多様性が確

認され、遺伝子解析によってもその相違が明確

にされている。このような事例は、これまで国

外をみても報告がほとんどない。

ｅ）産卵行動の特異性：ゲンジボタルのメスの産

卵行動は、非常に特異的であり、西日本では、

深夜にメスが集団となって産卵する。この行動

は集団産卵と呼ばれているが、東日本では集団

をほとんど形成せずに個々に産卵する点で異な

り、種内における多様性が認められる。産卵数

は、500～1000個であり、西日本の個体群のほ

うが、雌のサイズが大きく、多い傾向にある。

ｆ）幼虫の上陸行動：終齢になると、蛹になるた

めに雨天の夜に一斉に発光しながら土手に這い

上がり、土中に潜り、土繭をつくる。

5.2 クメジマボタル

ａ）外部形態

成虫：ゲンジボタルに酷似し、オスの交尾器

も区別がつかない程よく似ている。前胸背は黄

色であり、ゲンジボタルに見られる黒色十字紋

は無く、小楯板は黒色である（写真１．２）。

幼虫：ゲンジボタルの幼虫にきわめてよく似

るが、全体に体は淡色で、特に腹面で顕著であ

る（写真２．２）

ｂ）分布

沖縄県久米島

ｃ）生息環境

河川に生息するが、水系が樹木に覆われた暗

い環境（写真３．３）に生息する（大場，1994）。
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図１ ゲンジボタルのオスの飛翔発光パター

ン（15秒間記録）（スケールは１秒）

１．西日本型

２．東日本型 （出典：大場，2004）

写真３ 西日本型および東日本型ゲンジボタ

ルとクメジマボタルの生息環境

１．宮崎県延岡市

２．神奈川県横須賀市

３．沖縄県久米島



ｄ）発光行動

ゲンジボタルとの相違点はオスの発光パター

ンやメスの産卵行動が以下のように異なり、そ

れぞれが固有である。

オス成虫の群飛発光時の発光間隔は、約４秒

から３秒（図２．１）、最盛期には２秒に変化

する（図２．２）。また、飛翔しながら同時明

滅する水生ホタル類は、日本のゲンジボタルと

クメジマボタルのみであり、きわめて大きな特

徴となっている（大場，2004）。

ｅ）産卵行動の特異性：クメジマボタルのメスは、

明け方の短時間（午前５：30～６：00）に一斉

に連続光を放ちながら群飛して、産卵場所に定

位して、集団となって産卵を行うが、この活動

時間は約１時間であり、きわめて短い。産卵数

は、ゲンジボタルのそれと大きな相違はない。

この集団産卵行動様式は、ゲンジボタルの集団

産卵行動の進化を理解する上で重要な示唆を投

げかけている（大場，2004）。

ｆ）生態

沖縄県久米島は、亜熱帯の気候区であり、温

暖であることから、年間を通して羽化可能な気

候的条件を満たしているが、発生期は４月中旬

に限定される。この発生期をそろえるために、

成熟した幼虫は、川底に深くもぐり、摂食活動

を休止する。未成熟個体は川底で摂食活動を継

続することで、不揃いの成長の同調を行ってお

り、亜熱帯における生活史適応と考えられる

（大場，2004）。

本種は、ゲンジボタルの分布拡散過程と進化

を把握する上で重要な比較対象種である。

5.3 ヘイケボタル

ａ）外部形態

成虫：体長６～9㎜と小型であり、地域によ

る個体変異が大きい。前胸背は紅色で、縦型の

黒色斑紋があるが、その太さは縦型の斑紋が細

いものから太いものまで、変異が認められる。

鞘翅は黒色、メスのみに前胸板も黒化した個体

も確認されている。

幼虫：終齢幼虫の体長は、約13㎜。腹部に一

対の鰓気管がある。前胸背には十字型の斑紋が

ある（写真２．３）。

ｂ）分布

南西諸島を除く日本全土。東京都八丈島の個

体群は、人為的な移入によるものである。

ｃ）生息環境

水田、湿地、湿原や池など、流れが比較的緩

慢な水系を好むが、生息環境（写真４．１～４）

や分布はきわめて多様性が高い。とりわけ、皇

居外苑の濠内に生息する個体群の生息環境は、

これまでの常識を覆す。生息地は石垣となって

おり、植生は非常に貧弱である（写真４．２）。

ｄ）発光行動

成虫：水田など広い空間が存在するところで

は、直線的に広範囲を飛翔し、樹木が繁茂した

狭い空間では、短距離を短時間飛翔し、ほとん

ど葉にとまって発光するようになる。このよう

に飛翔空間により飛翔行動が異なり、環境分析

する上で有効な指標となる。
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図２ クメジマボタルのオスの飛翔発光パター

ン（10秒間記録）

１．飛翔活動初期

２．飛翔活動最盛期

（出典：大場，2004）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10



オスは、飛翔時には本州では約0.5秒に１回

（図３．１）、北海道では0.5～１秒に１回発光

する（図３．２）。オスは葉にとまると瞬きを

伴う光を放ち、発光パターンを変えて、メスと

差別化する（大場，2001b；2004）。

オスは、メスの誘惑点滅シグナルに次々と集

まり、そうしたコロニーが各所に形成される。

このコロニー内で、オスとメスは交尾に至る。

湿原では広範囲に飛翔発光し、メスを探す。本

州で、ゲンジボタルとヘイケボタルが同所的に

生息することはあるが、発光コミュニケーショ

ンが異なっているために、異種間交尾は確認さ

れていない。

幼虫：蛹化期が近づくと水中で弱く発光し、

上陸中は水中より活発に発光する。

ｅ）生態

生活史：ヘイケボタルは、亜寒帯気候区の東

シベリアのほか、韓国にも分布し、それぞれの

地において生活史適応を図っている。寒冷地で

は羽化に至るまで１～２年を要するが、温暖な
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写真４ ヘイケボタルの生息環境の多様性

１．横須賀市の水田 ２．東京都皇居外苑の外濠 ３．北海道釧路湿原 ４．北海道釧路川

図３ ヘイケボタルのオスの飛翔発光パター

ン（４秒間記録）

１．神奈川県横須賀市

２．北海道釧路湿原

（出典：大場，2004）
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地域では１年以下であることが確認されている

（大場，2001）。但し、餌資源が少ない場合には、

１年以上かけて羽化することもある。

幼虫の餌資源：モノアラガイの仲間、衰弱し

たオタマジャクシ、脱皮直後の水生昆虫、ミミ

ズなどが確認されており、食性は広い。

産卵行動：ゲンジボタルよりも体が小型のた

めに、産卵数は50～100個である。

これまで紹介した通り、韓国と東シベリア、

更に北海道と本州の集団を比較研究することで

本種の日本列島への分布拡散経路など把握する

ことが可能と考えられる。

日本の水生ホタル類３種の全てが、鰓気管を

有する真水生ホタル類であることは特筆すべき

ことである。日本の豊かな水辺環境が、固有の

進化を促したといえる（Ohba,2016）。

６．まとめ

ａ）日本の水生ホタル３種は、全て幼虫に鰓気管

がある真水生種である。

ｂ）ゲンジボタルとヘイケボタルは、発光行動な

どにおいて種内の多様性が認められる。

ｃ）ゲンジボタルとクメジマボタルのオスは、飛

翔発光時に集団同時明滅する特異な水生ホタル

類である。

ｄ）ゲンジボタルとクメジマボタルのメスは、集

団産卵するが、前者は深夜から、後者は明け方

の短時間に産卵行動が展開される。

ｅ）クメジマボタルは、沖縄県久米島にのみ分布

する。ゲンジボタルの分布拡散経路、集団発光

や産卵行動の進化過程を把握する上で大変重要

な比較種である。

ｆ）ヘイケボタルの生息環境は、低地から高地、

温帯から寒冷地に及び、きわめて広範で多様性

に富む。

ｇ）日本産水生ホタル類３種は、身近に生息する

ことから人々に親しまれ、特にゲンジボタルと

ヘイケボタルは、昔から詩歌や絵画にも登場し、

夏の風物詩にもなっている。
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